
授業科目 保健医療福祉連携論

【担当老U員名］
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i 対象学科 ；理学・作業・言語・栄養・スポ・看護・社会
: ・ ！ 必修・選択 ； 選択

； 時間数 i 15 

【＜概要＞又は＜一般目標： GIO>】

家庭や社会生活周辺に見る連携の実際、及び保健医療福祉の専門職場における連携の実際について学び、その必要性・重要性について

理解を深める。

［＜学習目標＞又は＜行動目標： SB0>】

1.保健・医療・福祉の連携の意義、事例等について学び説明できる。

2.身近な社会生活にみる相互扶助サーピスについて把握する。

3.保健医療福祉にみる専門職の特徴について意見・交換を行なう。

4.各専門職の連携事例を通し、連携の必要性の原因について考察し討議する。

5.グルーブ毎の討議内容について発表し質疑に応答する。

回

数 授業計画又は学習の主題

1l①オリエンテーション

②保健·医療•福祉の連携とは

③保健・医療・福祉の連携事例紹介

④地域における連携

21事例の紹介（ビデオによるプレゼンテーション）

SBO 

番号1 学習方法・学習課題又は備考・担当教員

1講義

1, 2 I演習

31ビデオ事例に関するグルーブ別討議 3. 41グループ討議

:I:；職としてできることを自分の所属学科に即して考える
①支援の具体的内容

②他職種との協力

③リーダーシッブとフォロワーシッブ

等について考察しながら討議する

61発表の準備
7全体での発表と質疑応答

1グループあたり発表10分，質疑5分とする

発表にはプレゼン・ソフトを使用する
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4,5|まとめのための指導等
5学生による発表とコメント

【=ご |特になし］：：；料を使用する：著者名＞

（必ず購入する書籍）

参考書

＜発行所＞ く発行年・価格•その他＞

その他の資料

【評価方法】 1【履修上の留意点】

授業への積極的参加，発表の内容と態度 集中講義形式を予定しているので，他の科目との重複に注意すること
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